平成２９年度新分野・ニッチ市場参入事業化プロジェクト支援事業業務に係る

大阪府公募型プロポーザル方式等事業者選定委員会第２回会議　議事要旨
１．日時及び場所

日時：平成29年6月20日（火曜日）　14時00分から16時00分まで
場所：クリエイション・コア東大阪南館2階第1会議室
２．審査方法
あらかじめ定められた審査基準（公募要領に記載）に基づき、3名の選定委員が書類審査及びプレゼンテーション審査を行った上で、100点満点で総合評価を行う。最終的に各選定委員の評価を集計し、評価点数の高い提案者を選定委員合議の上で、最優秀提案者として選定する。
３．提案事業者（申込順）
○ 「必達！伴走人」共同企業体　　

代表構成員 テクノロジーシードインキュベーション株式会社　

構成員 公益財団法人大阪市都市型産業振興センター

　 特定非営利活動法人京都イノベーション・リソース

○ 株式会社リバネス
４．議事概要

（１）一次審査（書類審査）
・審査方法及び審査基準の確認
・企画提案内容についての書類審査
（２）二次審査（プレゼンテーション審査）
・提案内容について、提案事業者が１２分間のプレゼンテーションを実施
その後、選定委員から質疑応答を実施。
【主な質問の内容】
　　　　　・支援するプロジェクトの選定方法について
　　　　　・事業の運営体制について
・個人情報等の管理体制について
（３）審査結果
書類審査及びプレゼンテーション審査の結果を踏まえ、選定委員会委員が合議制により総合評価したところ、「必達！伴走人」共同企業体の企画提案が、最高得点を獲得、事業遂行能力等にも問題がないため、最優秀提案事業者として選定した。
（最終優秀提案者の評価点）

	総合評価点

（100点満点）
	企画提案部分
	価格部分
	提案金額

	78．9点
	59点
	１9．9点
	17,312,000円


※ 総合評価点は、委員合議制による評価　

　【最優秀提案者の選定理由】
・２事業者とも仕様書で要求している提案内容を網羅しており、基準点（60点）を超える得点を獲得、提案内容・運営体制ともに満足できるものであったが、最優秀提案者の提案の方が、地域の実態や「伴走的な支援」という趣旨にあった事業実施が期待できる点が評価された。
５．選定委員会委員（敬称略、順不同）
	　職名
	委員名
	選任理由

	近畿大学経営学部　教授
	文能　照之
	中小企業論、ベンチャー企業論等に知見を有しており、中小企業への事業化支援方策等を中心に審査するともに、業務全般について審査するため

	一般社団法人
大阪府中小企業診断協会
	北口　祐規子
	経営分野の専門家として企業経営実務に幅広い見識を有しており、支援計画や事業化支援手法、プロジェクトの推進体制などが実現可能なものとなっているか審査するため

	大阪弁護士会

（辻川法律事務所）弁護士
	辻川　圭乃
	法律の専門家として、公平公正な場から審査の適正性を確保するとともに、情報管理等コンプライアンス体制について審査するため


